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秋の味覚を収穫！
　９月28日(月)、ホクユーパック㈱が運営する体験型農園「こどものうえん」にて、さつまいもの収穫体験
がおこなわれ、市内の保育園やこども園に通う園児と、ゆうばり小学校の児童が参加しました。土の中か
ら顔を出したさつまいもを見つけると、「大きい！」「いっぱい付いている！」と歓声が上り、子どもたちは夢
中になって収穫。肌寒さを感じる秋空の下、土に触れながら実りの秋と収穫の喜びを体験しました。

●財政再生計画　令和７年度実施状況�  ２
●水道事業会計の状況�  ４
●下水道事業会計の状況�  ５
●各種健康診査を実施します�  ６
●夕張市立診療所ニュース�  ８
●そよかぜ通信/長寿をお祝い�  ９
●みんなでつながろう通信�  10

●教育委員会だより�  11
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～�  12
●夕張高校チャレンジ・モア・スピリッツ�  13
●夕張市民文化祭2026 観覧について/
　畠山哲雄生誕100年記念展 観覧について�  14
●石炭博物館だより�  15
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第
１

計
画
と
具
体
的
な
措
置
の
状
況

１�　

事
務
と
事
業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化

そ
の
他
の
歳
出
削
減
に
関
す
る
状
況

◎�

⑴
～
⑻
の
措
置
に
よ
る
削
減
効
果
額
は
平
成

21
年
度
か
ら
の
累
積
で
約
4
7
9
億
円

⑴
人
件
費

○�

全
会
計
の
職
員
数
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
で
147


人
で
し
た
が
、年
度
途
中
の
採
用

者
が
１
人
、退
職
者
が
6
人
お
り
、年
度
末
の

在
職
者
は
14

2
人
で
し
た
。

○�一
般
職
給
与
は
、国
家
公
務
員
準
拠
を
原
則
と

し
た
上
で
、給
料
月
額
は
令
和
７
年
度
人
事
院

勧
告
後
の
給
料
表
を
基
本
と
し
て
、５
％
削
減

し
た
ほ
か
、諸
手
当
に
つい
て
は
計
画
ど
お
り
の

削
減
を
行
い
、特
別
職
給
与
や
議
員
報
酬
、非

常
勤
特
別
職
報
酬
に
つ
い
て
も
計
画
ど
お
り
の

削
減
を
行
い
ま
し
た
。

○�

こ
う
し
た
削
減
措
置
の
ほ
か
、年
度
途
中
に
退

職
し
た
職
員
分
の
不
補
充
な
ど
に
よ
り
、総
人

件
費
は
計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
物
件
費

○�

旅
費
、需
用
費
、委
託
料
、交
際
費
、備
品
購
入

費
な
ど
の
物
件
費
は
、計
画
ど
お
り
経
費
の
削

減
に
努
め
た
ほ
か
、契
約
事
務
の
適
正
な
執
行

に
よって
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
維
持
補
修
費

○�

各
種
公
共
施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
に
要
す
る

管
理
経
費
な
ど
の
維
持
補
修
費
は
、計
画
ど

お
り
経
費
の
削
減
や
契
約
事
務
の
適
正
な
執

行
に
よ
って
、計
画
と
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

⑷
扶
助
費

○�
扶
助
費
は
、計
画
ど
お
り
市
単
独
事
業
は
高
齢

者
、子
ど
も
た
ち
、教
育
活
動
への
給
付
に
限
り

実
施
し
た
ほ
か
、生
活
扶
助
等
給
付
費
な
ど
に

お
い
て
計
画
で
見
込
ん
で
い
た
対
象
人
員
や
経

費
な
ど
が
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、計
画

に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑸
補
助
費
等

○�

各
種
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
に
つい
て
は
、計

画
ど
お
り
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
経
費
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

○�

市
民
活
動
な
ど
に
使
途
を
指
定
し
た
寄
付
金

を
基
金
に
積
み
立
て
、当
該
基
金
を
財
源
と
し

た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑹
投
資
的
経
費

○�

投
資
的
経
費
は
、計
画
期
間
内
に
実
施
す
る
主

要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
市
営
住
宅
再

編
事
業
に
よ
る
市
営
住
宅
改
善
工
事
を
は
じ

め
、過
疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
用
し
た
橋
梁

長
寿
命
化
計
画
事
業
に
お
け
る
清
水
沢
橋
架

替
工
事
な
ど
、必
要
性
や
財
源
に
つ
い
て
十
分

な
検
討
を
行
っ
た
上
で
真
に
必
要
な
も
の
に
限

定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑺
公
債
費

○�

公
債
費
は
、計
画
ど
お
り
地
方
債
の
新
規
発
行

の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、着
実
に
債
務
を
償
還

し
、実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
図
り
ま
し

た
。

⑻
他
会
計
繰
出
金

○�

他
会
計
繰
出
金
は
、事
業
の
経
営
改
善
や
収
入

の
適
正
化
な
ど
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、計
画

に
基
づ
く
繰
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

２�　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
に
関
す
る

状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
4
億
9
、9
0
0
万
円

○�

市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
に
あ
た
って
は
、計

画
ど
お
り
合
理
的
な
計
画
徴
収
に
努
め
ま
し

た
。

３�　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係
る
も

の
の
徴
収
に
関
す
る
状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
1
億
7
、2
0
0
万
円

○�

適
正
か
つ
公
平
な
徴
収
の
実
現
を
目
指
し
、

研
修
会
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、定
期
的
な
催
告
や
財
産
調
査

の
推
進
、差
押
な
ど
滞
納
処
分
を
強
化
し
、法

令
に
基
づ
く
厳
正
な
処
分
の
実
施
に
努
め
た
ほ

か
、生
活
実
態
を
把
握
し
滞
納
原
因
の
解
消
に

つ
な
げ
る
た
め
、職
員
に
よ
る
面
談
等
の
納
付

相
談
の
機
会
を
設
け
、滞
納
者
の
納
税
意
識
の

改
善
を
図
る
こ
と
で
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。

○�

市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、年
２
回
滞
納

者
全
員
に
催
告
書
を
送
付
し
、連
絡
の
な
い
誓

約
不
履
行
者
に
対
し
て
は
、職
員
が
直
接
電
話

や
面
談
を
す
る
な
ど
、滞
納
に
つ
い
て
現
状
を

認
識
さ
せ
支
払
い
を
促
す
こ
と
で
、収
入
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

４�　
使
用
料
な
ど
の
変
更
、財
産
の
処
分
そ
の
他

の
歳
入
の
増
加
に
関
す
る
状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
12
億
2
、9
0
0
万
円

○�

使
用
料
と
手
数
料
は
、平
成
19
年
度
に
実
施
し

た
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
に
基
づ
き
、引
き

続
き
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

○�

財
産
の
処
分
な
ど
そ
の
他
の
収
入
の
増
加
に
向

け
た
対
策
と
し
て
、分
譲
地
の
価
格
見
直
し
や

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
高
松
ズ
リ
山
の
ズ

リ
売
却
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

○�

以
上
の
ほ
か
、金
融
機
関
店
舗
と
し
て
の
市
庁

舎
の
有
償
貸
与
や
財
政
再
建
に
係
る
有
料
視

察
の
受
入
れ
に
よ
り
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。

５�　
超
過
課
税
ま
た
は
法
定
外
普
通
税
に
よ
る

地
方
税
の
増
収
に
関
す
る
状
況

◎�

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
２
１
年
度
か
ら
の
累

積
効
果
額
は
5
億
8
、9
0
0
万
円

○�

市
税
は
、法
令
上
の
上
限
の
税
率
な
ど
を
踏
ま

え
、平
成
19
年
度
に
行
っ
た
見
直
し
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
末
に
行
っ
た
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
に
伴
い
、超
過
税
率
を
一
部
見
直
し
ま
し

た
。

財
政
再
生
計
画
の
令
和
７
年
度
実
施
状
況

　

夕
張
市
は
、平
成
22
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
財
政
再
生
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。令
和
７
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

問
合
せ
先　

市
財
政
係　

☎
52
―
３
１
２
２
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第
２

そ
の
他
財
政
の
再
生
に

　
　

必
要
な
事
項
の
措
置
の
状
況

○�

実
質
的
な
計
画
期
間
の
16
年
度
目
で
あ
る
令

和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、物
価
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
影
響
を
受
け
る
低
所
得
者
を
は
じ
め
と

し
た
生
活
者
な
ど
への
支
援
や
経
済
対
策
の
ほ

か
、計
画
策
定
後
に
生
じ
た
新
た
な
諸
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、事
務
事
業
の
必
要
性
や
緊
急

性
な
ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、財
源
確
保
を

図
り
な
が
ら
計
７
回
（
６
月
、９
月
、12
月
、１

月
、３
月
）の
計
画
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

○�

ま
た
、令
和
７
年
８
月
に
国
、北
海
道
、市
の
実

務
者
に
よ
る
三
者
協
議
を
実
施
し
、今
後
も
着

実
に
財
政
再
生
計
画
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

市
民
生
活
の
安
定
や
地
域
の
振
興
・
再
生
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
う
え
で
本
市
が
抱
え

る
課
題
な
ど
に
つい
て
協
議
を
行
い
、三
者
で
認

識
を
共
有
し
ま
し
た
。

○�

今
後
と
も
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
、

子
育
て
環
境
や
住
環
境
の
充
実
に
よ
る
定
住

促
進
、合
宿
誘
致
や
産
業
遺
産
を
活
用
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、地
方
税
の
増
収

を
目
指
す
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
事
業
を
展
開

し
て
い
く
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○�

夕
張
市
の
再
生
の
た
め
に
は
市
民
、議
会
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、本
市
と
し
て
は
、今
後
と
も
情
報
公
開
の
推

進
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、市
民
参
加
や
民
間
活
力
の
導
入

な
ど
、市
民
・
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第３ 計画額と実績額の比較と再生振替特例債残額の状況
一般会計� （単位：千円）

区 　分 令和７年度
計画額　ア

令和７年度
実績額　イ

差引増減
（イ－ア） 主な増減理由

歳　入　① 11,314,634 10,379,042 △935,592
地方税（市民税、固定資産税など）38百万円、地方交付税
（普通交付税、特別交付税）154百万円、国道支出金（デジ
タル基盤改革支援補助金、生活保護費負担金など）▲172
百万円、繰入金（財政調整基金繰入金など）▲968百万円

歳　出　② 11,314,634 10,378,918 △935,716

人件費（給料、各種手当など）▲206百万円、物件費（需用
費、委託料など）▲239百万円、維持補修費（除排雪費など）
▲62百万円、扶助費（生活扶助等給付費など）▲206百万
円、繰出金（介護保険事業会計繰出金など）▲68百万円、そ
の他（公共下水道事業会計補助など）▲129百万円

歳入歳出差引額
（①－②） 0 124 124

再生振替特例債残額 2,529,952 2,529,952 0

※再生振替特例債　～　借入額：32,199,000千円（平成21年度借入）
　　　　　　　　　　　利率など：17年償還（３年据置）　元利均等　年1.50％
（注）�平成20年度決算まで生じていた実質赤字額は、平成21年度に再生振替特例債を借り入れたことで解消しました。再生振替特

例債は、財政再生計画において平成22年度から17年間で計画的に償還するものです。平成22～24年度までは利子分のみの
償還で、平成25年度から元金償還が始まりました。

� （単位：％）

区　 分 早期健全化基準 令和７年度
計 画 値

令和７年度
実 績 値

【参考】令和６年度
実 績 値

実質赤字比率 １５．００ ０．００ ０．００ ０．００
連結実質赤字比率 ２０．００ ０．００ ０．００ ０．００
実質公債費比率 ２５．０ ６９．５ ６７．５ ６８．１
将来負担比率 ３５０．０ １３９．５ ４５．０ １０４．５

第４ 健全化判断比率の状況



4� 広報ゆうばり 2026年11月号

水
道
事
業
会
計
の
状
況

期
間
：
令
和
８
年
度
上
期

（
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
９
月
30
日
）

　

水
道
事
業
の
経
営
や
運
営
方
針
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に「
地
方
公
営
企
業
法
」に
基
づ
き
、水
道
事
業
の
概
要
や
経
理
の
状
況
な
ど

を
公
表
し
ま
す
。

問合せ先
 市上下水道課庶務係

☎52－3152

（令和８年９月30日現在）

総配水量 日平均水量
458,774㎥ 2,507㎥

配水状況

（令和８年９月30日現在）

世帯数 人　口
3,333件 5,602人

給水状況
１．給水世帯数と給水人口

（令和８年９月30日現在）

種　別 使用水量 （㎥） 構成比 （％）
一 般 用 242,733 97.7 
浴 場 用 5,785 2.3 
臨 時 用 47 0.0 
特 別 計 量 0 0.0 

計 248,565 100.0 

２．用途別使用水量

（令和８年９月30日現在）

区　　　分 執行済額
給水のための収益的収支

収益的収入 8,130万円
収益的支出 5,402万円

配水施設などを整備するための資本的収支
資本的収入 0万円
資本的支出 4,905万円

２．資産の現在高 39億9,694万円
３．企業債の現在高 13億2,299万円
４．一時借入金の現在高 0万円

経理の状況
１．収支の概要

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
営 業 費 用 3億7,817万円 営 業 収 益 1億6,304万円
営 業 外 費 用 2,328万円 営 業 外 収 益 1億9,626万円
特 別 損 失 0万円 特 別 利 益 77万円
当年度純損失 △4,138万円

合　　計 3億6,007万円 合　　計 3億6,007万円

令和７年度水道事業会計決算の状況
○水道事業会計損益計算書

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
有形固定資産 37億4,332万円 固 定 負 債 13億1,928万円
無形固定資産 28万円 流 動 負 債 1億3,794万円
流 動 資 産 4億683万円 繰 延 収 益 10億9,619万円
繰 延 勘 定 0万円 資 本 金 15億3,504万円

剰 余 金 6,198万円
合　　計 41億5,043万円 合　　計 41億5,043万円

○水道事業会計貸借対照表
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下
水
道
事
業
会
計
の
状
況
期
間
：
令
和
８
年
度
上
期

（
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
９
月
30
日
）

　

下
水
道
事
業
の
経
営
や
業
務
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
地
方
公
営
企
業
法
」に
基
づ
き
、事
業
の
概
要
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

問合せ先
 市上下水道課庶務係

☎52－3152

総処理水量 日平均処理水量
70,123㎥ 383㎥

処理状況

下水処理世帯数 人　　口
864件 1,494人

区　　　分 執行済額
下水処理のための収益的収支

収益的収入 718万円
収益的支出 3,531万円

処理施設などを整備するための資本的収支
資本的収入 0万円
資本的支出 2,249万円

２．資産の現在高 30億1,932万円
３．企業債の現在高 １億8,287万円
４．一時借入金の現在高 １億2,000万円

経理の状況
１．収支の概要

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
営 業 費 用 ２億1,422万円 営 業 収 益 3,667万円
営 業 外 費 用 575万円 営 業 外 収 益 １億7,901万円
特 別 損 失 0万円
当年度純損失 △429万円

合　　計 ２億1,568万円 合　　計 ２億1,568万円

令和７年度公共下水道事業決算の状況
○公共下水道事業会計損益計算書

　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方
有形固定資産 28億9,077万円 固 定 負 債 １億6,024万円
流 動 資 産 3,178万円 流 動 負 債 6,077万円

繰 延 収 益 14億4,150万円
資 本 金 12億6,126万円
剰 余 金 △122万円

合　　計 29億2,255万円 合　　計 29億2,255万円

○公共下水道事業会計貸借対照表

懐かしい夕張の写真をお寄せください。下記フェイスブックに投稿また
は清水沢コミュニティゲート（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市
地域振興係でも受け付けています。
▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　 https://yubarinokioku.net/  
フェイスブックページ　https://www.facebook.com/yubarinokioku/  
夕張の記憶ミュージアム実行委員会 （幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）
� （市 地域振興係　☎52－3141）

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」  Episode 99Episode 99
「本町１丁目上通り」　「本町１丁目上通り」　夕張の記憶ミュージアム所蔵、1960年頃夕張の記憶ミュージアム所蔵、1960年頃
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★申込方法～広報折込の「健康診査申込書」（みどり色）を提出してください。
記入した申込書は、FAX（52－0638）または、郵送する（自分で封書を組み立て、110円切手を貼る）か、市保健係・
りすた・各ふれあいサロン行政窓口に直接持参ください。
※各ふれあいサロン行政窓口開設日は、月・水・金曜日の午前９時から正午までです。

　男 ・ 女    

　夕張市

－ －

－ －

日 程 会 場

１２月１１日（金） りすた（南清水沢）

健康診査申込書

記入例

ふりがな

日中の連絡先 0123 52

健 康
診 査

胃
がん

肺
が ん
結 核

大 腸
が ん

肝 炎
ｳｲﾙｽ

骨 粗
し ょ う

症

ﾋﾟﾛﾘ
菌

ｴｷﾉ
ｺｯｸｽ
症

2,750
円

1,100
円

←実費でも受けたい方は
〇印を記入してください

←　実費負担額

□□

44　歳

0638

   国保  ・ 後期高齢  ・ 生活保護  ・ その他

市民税情報の確認をすることを承諾しません

保険の種類

氏名、生年月日、住所、電話
番号（自宅と日中の連絡先）
を全て記入する
あてはまる保険の種類に、○
印をつける

希望する日程の受けたい
健診の欄に○印を記入する

前立
腺

がん

住　　所 本町4丁目2番地
電話番号

(自宅または携帯)
0123 52 3106

    ゆうばり 　さくらこ

氏　　名

生年月日 昭和
平成

55　年　7　月　10　日生

夕　張　桜　子

記入例
「特定健診・胃がん検診・

大腸がん検診・骨粗しょう症検

診（実費）」を受けたい場合

〇通信欄

＊託児希望の方は してください→ 託児希望 □

〇 〇 〇 〇

適正な健診料金を頂くため
に市民税情報を確認します

市での確認を承諾する場合
は記入不要です

各検診の対象外だが、
実費負担で希望する
場合〇印を記入する

★申し込みの注意事項
●専用申込書での申し込みを優先します。
　�電話では聞き間違いなどが生じるおそれがあるため、申込書で確認しています。協力をお願いします。
　申込書は、本紙のほか、市保健係・りすた・各ふれあいサロンに置いています。
●�申し込みが早くても、必ずしも早い時間帯になるとは限りません。希望の時間帯がある場合は申込書の通信欄に
その旨を記入してください（希望の時間に添えない場合もありますのでご了承ください）。

●�８・９月に実施した市内各地域での健診、市立診療所での健診、札幌厚生病院での人間ドックを受診した方、医
療機関のデータまたは職場健診の結果を提出済みの方は、同じ健診は受けられません。

●�生活保護受給者の健診料金は無料です（エキノコックス症検診・オプション検査は有料）。
　受診を希望する方は、申し込みの際に「生活保護受給者証明書」の提出をお願いします。

申込締切は、11月11日（水）必着です。
●申し込みされた方への問診票発送は、12月初旬の予定です。

★指定医療機関で受けられる健診もあります！
《 夕張市立診療所 》

健診の種類：特定健診、後期高齢者健診� ⇒申し込みは直接診療所へ　☎57－7781
健康増進法による健診、若年者健診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、エキノコックス症
検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、オプション検査（前立腺がん検査、ヒトパピローマウイルス
検査、ピロリ菌抗体検査）� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 岩見沢市立総合病院　市民健康センター 》
健診の種類：乳がん、子宮がん検診� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 北海道対がん協会　札幌がん検診センター 》
健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診

� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106
《 北海道結核予防会　札幌複十字総合健診センター 》

健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診
� ⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106
　　来年３月まで健診を受けることができます。集団健診とは料金が異なります。
　　実施日や料金などの詳細は、市ホームページをご確認ください。
　　市ホームページURL　https://www.city.yubari.lg.jp/soshiki/10/1562.html

問合せ先　市保健係　☎52－3106
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令和８年12月11日令和８年12月11日にに各種健康診査各種健康診査をを実施実施します!!します!!

★健康診査（特定健診、後期高齢者健診、健康増進法による健診、若年者健診）
対象者は、�①夕張市国民健康保険加入者　②後期高齢者医療制度加入者　③生活保護受給者�

④20～39歳で職場などで健診を受ける機会のない方　です。

★実施日時　令和８年１２月１１日(金)　　受付　午前８：００から午前１０：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※受付終了時間は、申込人数によって変わる場合があります

★実施場所　拠点複合施設りすた（南清水沢）

●�被用者保険の被扶養者の特定健診も、同じ会場で受診できます。希望する方は直接、市保健係（☎52－3106）まで申し込みく
ださい。【被用者保険：会社員など、雇用されている人が加入する保険】

健診名 検査内容 対象者 料　金

①特定健診 ・身体計測
・血圧測定
・尿検査（糖、たんぱく、潜血）
・�血液検査（肝機能、血中脂質、　
糖代謝、腎機能）

・医師診察　
・心電図検査
　健診①、③（74歳以下）、④の
方には眼底検査、尿中アルブミ
ン検査、一日推定食塩摂取量検
査も追加で実施します。

40歳以上の夕張市国民健康保険加入者
※対象者には６月中に受診券を送付しています。

無料

②後期高齢者健診 後期高齢者医療制度加入者 400円

③�健康増進法による
健診

40歳以上の生活保護受給者
（令和９年３月31日現在の年齢）

無料

④若年者健診

20歳～39歳で職場などで健診を受け
る機会のない方

（令和９年３月31日現在の年齢）
※�夕張市国民健康保険加入者、生活保護受給者、
被用者保険の被扶養者など

1,000円
※�生活保護受給
者は無料

※後期高齢者健診受診者で眼底検査を希望する方は1,100円で受診できます（当日受付）。

★健康保険の種類に関係なく受診できる検診
12月の集団健診では子宮がん・乳がん検診は行いません。ご希望の方は指定医療機関で受診できますので、「★指
定医療機関で受けられる健診もあります！」をご確認ください。

検診名 検査内容 対　象　者
（健康保険の種類は関係ありません）

料　　金

課税世帯
非課税世帯�
または70歳
以上の方

生活保護
受給者

実費負担
（対象外）

胃がん検診※ 胃バリウム検査
30歳以上

（バリウムでアレルギー反応のある方や腸閉
塞の既往がある方は受診をお控えください）

2,400円 300円 0円

肺がん・結核検診 胸部エックス線
検査 30歳以上

700円 300円 0円
65歳以上は　0円

大腸がん検診 便潜血検査 30歳以上 800円 300円 0円

エキノコックス症検診 血液検査 小学３年生以上でエキノコックス
検査を５年以上受けていない方 1,980円

肝炎ウイルス検診 血液検査 40歳以上で過去に肝炎ウイル
ス検査を受けたことがない方 1,100円 300円 0円 2,750円

骨粗しょう症検診 超音波による
骨密度検査

40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の女性
（骨粗しょう症で治療中の方を除きます）

500円 300円 0円 1,100円

※胃がん検診は、当日の血圧が高い場合など、医師の判断により受診できないことがあります。

年齢は、令和９年３月31日現在の年齢です。

★オプション検査（健康保険の種類に関係なく受診できます。検査料金は一律です）

検　診　名 検査内容 対　象　者
（健康保険の種類は関係ありません）

料　金

前立腺がん検査（PSA) 血液検査 50歳以上の男性 900円
ピロリ菌抗体検査 血液検査 20歳以上で過去にピロリ菌抗体検査を受けたことがない方 800円
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夕張市立診療所ニュース
2026年

11月
vol.197

11月外来診療体制
月 火 水 木 金

午 前

総合診療科 諌
いさ

山
やま

・濱
はま

津
つ

諌
いさ

山
やま

・髙
たか

野
の

諌
いさ

山
やま

・出張医 諌
いさ

山
やま

 または 松
まつ

島
しま

松
まつ

島
しま

・出張医

歯　　　科 八
はっ

田
た

（2･16･30日）
※9日休診(訪問歯科) 八

はっ

田
た

 または 保
ほ

屋
や

野
の

久
く

　原
はら

訪問歯科のため休診 八
はっ

　田
た

専 門 外 来 泌尿器科 ※予約不要
（10・17・24日）

循環器内科
（4・18日）

耳鼻咽喉科
（6・13・20・27日）

午 後

総合診療科 諌
いさ

山
やま

・濱
はま

津
つ

（休診） 出張医 諌
いさ

山
やま

 または 松
まつ

島
しま

出張医

歯　　　科 八
はっ

田
た

（2･16･30日）
※9日休診(訪問歯科) 八

はっ

田
た

 または 保
ほ

屋
や

野
の

久
く

　原
はら

訪問歯科のため休診 八
はっ

　田
た

専 門 外 来 整形外科 ※予約不要
（10・17・24日）

整形外科 ※予約不要
（18日）

整形外科 ※予約不要
（5・12・19・26日）

婦人科
（5・12・19・26日）

耳鼻咽喉科
（6・13・20・27日）

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

お問い合わせ 夕張市立診療所 TEL（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

　市立診療所のインフルエンザ予防接種のご案内です。ご予約はお電話または窓口にて承ります。ご予約
された方は、事前の問診票のお受け取り・ご記入にご協力ください。

インフルエンザ予防接種のお知らせ

「元気応援フェスタ」ありがとうございました!!

こじか保育園だより
　こじか保育園の運動会がゆうば
り小学校で行われました。子どもた

ちの生き生きとした笑顔と
一生懸命に頑張る姿に成長
を感じる１日となりました。

●インフルエンザ予防接種　予約受付中
 ◦内科、循環器内科に定期的に通院されている方…�予約なしで外来受診時に接種できます。�

受付時にお申し出ください。
 ◦他科通院中の方、予防接種のみの方…�事前予約制です。 月（14時、15時、16時）、水・木・金（14時、15時）　
 ◦接種料金…一般3,000円、満65歳以上1,500円、小学生以下２回で3,000円(２回接種)

　10月３日、市立診療所にて「元気応援フェス
タ」を開催しました！当日はあいにくのお天気
ではありましたが、大変多くの方にご来場いた
だきました。皆さん、ありがとうございました。

●コロナウイルス予防接種の予約も受け付けています。
 ◦事前予約制�です。 月（14時）、金（14時、15時）
 ◦対象者、接種料金…�満65歳以上 7,650円�

60歳～65歳未満で基礎疾患のある方（主治医に相談してください） 7,650円
 ※予防接種対象者以外の方は任意接種となり、全額自己負担（15,300円）での接種となります。

　9月17日、秋晴れの空の下、介
護医療院入所者様の昼食会が行
われました。メニューはオムそば、焼
き鳥、フランクフルト、フルーツポンチ
です。「おいしいね」と皆さん笑顔で
過ごされ、素敵な昼食の時間となりました。

介護医療院 昼食会
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内田 敏次 さま

『
飲
酒
』に
つい
て

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、以
前
は
「
適
量
の

お
酒
な
ら
健
康
に
も
好
影
響
が
あ

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近

は「
少
量
で
も
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
」と
い
う
見
解
に
変
わ
って
き
て

い
ま
す
。将
来
の
自
分
の
健
康
を
守

る
た
め
に
も
、普
段
の
飲
酒
状
況
を

振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
お
酒
と
の

付
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
適
度
な
飲
酒
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？
】

　

ふ
だ
ん
飲
酒
し
て
い
る
量
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。厚
生
労
働
省
が
示

し
て
い
る
適
正
飲
酒
量
の
目
安
は
、

一
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
で

す
。純
ア
ル
コ
ー
ル
量
と
は
、お
酒
に

含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
の
量
の
こ

と
。た
だ
し
、個
人
差
が
あ
り
、体
質

的
に
お
酒
に
弱
い
人
や
女
性
、高
齢

者
は
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
に
時
間
が
か

か
る
の
で
、適
量
も
こ
れ
よ
り
少
な

く
す
べ
き
と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
飲
酒
量
と
健
康
の
リ
ス
ク
】

《
飲
酒
量
は
、単
に
お
酒
の
量
「
何

杯
」
で
は
な
く
、純
ア
ル
コ
ー
ル
量

「
何
ｇ
」
に
着
目
す
る
こ
と
が
重

要
》

　

厚
生
労
働
省
「
健
康
に
配
慮
し

た
飲
酒
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、一日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
量
が
、男
性
40ｇ
以
上
、女
性

20ｇ
以
上
に
な
る
と
、生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
こ
れ
だ
け
飲
ん
で
よ
い
」
と
い
う

目
安
で
は
な
く
、こ
れ
以
上
飲
む
と

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
と
い
う
警
戒
値
と
と
ら
え
て

く
だ
さ
い
。

　

た
と
え
少
量
で
あ
っ
て
も
、高
血

圧
や
男
性
の
胃
が
ん・
食
道
が
ん
、

女
性
の
出
血
性
脳
卒
中
は
発
症
リ

ス
ク
が
上
が
り
、60ｇ
を
超
え
た
場

合
は
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
転
倒

な
ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

※
最
近
で
は
、市
販
の
お
酒
に
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
。

お
店
で
お
酒
を
買
う
時
は
要

チ
ェ
ッ
ク
で
す
！

【
体
に
負
担
の
か
け
な
い
飲
み
方

は
？
】

①�

自
ら
の
飲
酒
状
況
な
ど
を
把
握

す
る

②�

あ
ら
か
じ
め
量
を
決
め
て
飲
酒

す
る

③�

飲
酒
前
ま
た
は
飲
酒
中
に
食
事

を
と
る

④�

飲
酒
の
合
間
に
水（
ま
た
は
炭
酸

水
）
を
飲
む
な
ど
、ア
ル
コ
ー
ル
を

ゆ
っ
く
り
分
解
・
吸
収
で
き
る
よ

う
に
す
る

⑤�一
週
間
の
う
ち
、飲
ま
な
い
日
を

設
け
る

⑥�
家
庭
で
の
適
量
飲
酒
の
た
め
の
ご

提
案

（
買
い
置
き
し
な
い・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
を
利
用
す
る
）

　

お
酒
は
身
近
な
嗜
好
品
で
あ
り
、

人
生
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
飲
む
な
」「
飲
ん
で
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
分
に
合
っ

た
飲
酒
量
を
決
め
、健
康
に
配
慮
し

た
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。　

�

保
健
師　

柴
原
加
奈
子

長
寿
を
お
祝
い

長
寿
を
お
祝
い

野田 武雄 さま

藪 佳子 さま

田中 啓嗣 さま

　

９
月
４
日
～
11
日
、来
年
３
月
ま
で
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
の
方

へ
、内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
の
伝
達
を
行
い

ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
た
の
は
、藪
佳
子
さ
ま
、田
中
啓
嗣
さ
ま
、内
田
敏
次

さ
ま
、野
田
武
雄
さ
ま
の
４
名
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
夕
張
を
見
守
って
い
て
く
だ
さ
い
。

９
月
末
現
在
、夕
張
市
に
は

百
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
１４
名
い
ま
す
。
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令和８年１１月吉日

夕張市生活支援コーディネーター谷口
社会福祉協議会内(56-6004) よよりりぬぬきき第第９９５５号号

99//1199～～2200 沼沼ノノ沢沢神神社社祭祭がが開開催催さされれ、、

神神輿輿渡渡御御がが町町内内各各所所をを練練りり歩歩ききままししたた。。

神神社社前前ににははたたくくささんんのの出出店店がが並並びび、、吹吹

奏奏楽楽団団やや夕夕張張太太鼓鼓のの演演奏奏、、民民謡謡、、大大抽抽

選選会会ななどどがが行行わわれれままししたた。。

沼ノ沢神社祭典

有有償償ボボラランンテティィアアササーービビススちちょょっっととししたたおおててつつだだいい
ごご相相談談・・おお問問いい合合わわせせはは 5566--66000044

社社協協内内 生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーままでで

地地域域資資源源ををつつななぎぎななががらら 支支ええああいい活活動動のの推推進進ををししてていいまますす

99//1166㈬㈬ りりすすたたににてて第第11回回目目のの認認知知症症啓啓

発発研研修修会会がが行行わわれれままししたた。。芦芦別別のの社社会会福福

祉祉法法人人よよりり講講師師ををおお招招ききししてて、、認認知知症症へへ

のの向向きき合合いい方方ににつついいてて、、分分かかりりややすすくく説説

明明ししてていいままししたた。。ままたた、、脳脳トトレレ体体操操ななどど

もも行行いいままししたた。。

認知症啓発研修会第１回

99//1133㈰㈰ 鹿鹿のの谷谷生生活活館館ににてて、、消消防防

本本部部防防災災課課のの方方にによよるる「「避避難難所所にに

関関すするる講講演演会会」」がが行行わわれれままししたた。。

市市のの防防災災計計画画ををももととにに、、地地域域住住民民

のの助助けけ合合いいやや避避難難所所開開設設ななどどににつつ

いいてて説説明明ががあありりままししたた。。

鹿の谷防災講演
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長
い
間
、学
校
部
活
動
は
、

教
師
の
献
身
的
な
支
え
に
よ

り
学
校
教
育
の一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、少
子
化
や
教
職
員
の
働
き
方
改

革
を
背
景
に
、中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
、

学
校
単
独
で
の
運
営
か
ら
地
域
全
体
で
支
え

る
体
制
への
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
芸
術
活
動
を
実
現

す
る
に
は
、学
校
と
地
域
と
の
連
携
・
協
働
が

必
要
で
す
。部
活
動
の
在
り
方
に
関
し
て
の
改

革
に
取
り
組
み
、生
徒
や
保
護
者
の
負
担
に
十

分
配
慮
し
つつ
、持
続
可
能
な
活
動
環
境
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
分
析（
概
要
）

　

７
月
に
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児
童
・
生

徒
、保
護
者
、教
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま

し
た
。三
者
の
部
活
動
地
域
展
開
の
意
識
に
つ

い
て
比
較
し
た
の
で
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
詳
細
は
後
日
公
表
し
ま
す
）。

１
．「
目
的
や
期
待
」に
関
す
る
こ
と

児
童
・
生
徒
・・・「
楽
し
む
こ
と
」

と「
友
人
と
の
交
流
」が
絶
対

の
軸

保
護
者
・・・「
心
身
の
成
長
」と

「
質
の
高
い
指
導
」
を
両

立
さ
せ
た
い

教
職
員
・・・「
教
育
的
意
義
」
を
認
め
つ
つ
も

「
極
限
に
達
し
た
労
働
軽
減
」を
切
望

２
．活
動
の
頻
度

　

児
童
・
生
徒
の
74
％
が
毎
日
で
は
な
く
、週

２
～
４
日
の
活
動
を
希
望
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、42
％
が
土
日
は
活
動
し
な
く
て
よ
い
と
答

え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、子
ど
も
の
意
思
と
教
職

員
の
労
働
軽
減
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

ま
す
（
教
職
員
の
参
画
意
向
は
14
％
に
と
ど
ま

る
）。

３
．部
活
動
地
域
展
開
へ
の
課
題

　

三
者
と
も
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
、「
交
通

手
段
の
確
保
」
で
す
。特
に
平
日
の
「
移
動
・
送

迎
問
題
」
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
が
最
大

の
壁
で
す
。

　
こ
の
他
に
、保
護
者
の
意
識
と
し
て
は
、「
一定

の
負
担
は
や
む
を
え
な
い
」
と
と
ら
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、国
の
基
準
に
も
と

づ
く「
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
」の
設
立
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

市
学
校
教
育
係　
☎

市
学
校
教
育
係　
☎
5757

－－

７
５
８
１

７
５
８
１

市
社
会
教
育
係　
☎

市
社
会
教
育
係　
☎
5757

－－

７
７
１
１

７
７
１
１

　
全
国
的
に
急
激
な
少
子
化
が
進
む
中
で
、将
来
に
わ
た
って
生
徒
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
芸
術
活
動
に
親
し
む
機
会
を
確
保
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。夕
張
市

で
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
って
、夕
張
型
の「
部
活
動
の
地
域
展
開
」を
推
進
し
ま
す
。

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
へ
む
け
て

　

令
和
５
年
に
制
定
さ
れ
た
「
夕

張
市
教
育
の
日
」
は
、市
民
の
皆
さ

ん
が
、家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で
「
教

育
」
を
考
え
る
日
で
す
。日
頃
よ
り

「
夕
張
の
子
は
夕
張
で
育
て
る
」
を

念
頭
に
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
整
備
や
見
守
り
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
30
日
（
金
）
～
11
月
８
日

（
日
）
ま
で
、「
り
す
た
」
に
て
市
民

文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。子
ど

も
た
ち
の
作
品
も
多
数
展
示
し
て

い
ま
す
。ご
家
族
で
来
場
い
た
だ
き
、

芸
術
の
秋
に
浸
る
の
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

～こどもまんなかの 「子どもが主語」 の教育による 「教育のまち」 夕張の実現～

夕
張
型「
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
」設
立
へ

　

現
在
、夕
張
市
体
育
協
会
が
中
心
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
芸
術
を
融
合
さ
せ
た
、夕
張

型
の「
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
」の
設
立
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

設
立
の
主
な
目
的
は
、夕
張
の
児
童
・
生
徒

に
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
保

障
す
る
こ
と
で
す
。認
定
地
域
ク
ラ
ブ
内
に
い

く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、自
ら
選
択
し

参
加
と
す
る
こ
と
で
希
望
を
実
現
す
る
も
の
で

す
。よ
り
専
門
性
の
高
い
指
導
を
希
望
す
る
児

童
・
生
徒
に
つい
て
は
、現
在
も
行
って
い
る
よ
う

に
他
地
域
と
の
合
同
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
な
ど

で
、個
々
の
希
望
を
実
現
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
も
半
分
を
過
ぎ
、上
半
期

に
実
施
し
た
社
会
教
育
事
業
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。※
す
べ
て「
り
す
た
」で
開
催

■
道
民
カ
レ
ッ
ジ
「
ま
な
び
カ
フ
ェ
」
in

夕
張
が
６
月
12
日
・
26
日
・
７
月
10
日

（
す
べ
て
金
曜
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昔
学
校
で
学
習
し
た
内
容
を
楽
し
く
学

び
直
す
な
ど
、貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

■
「
り
・
ぼ
ー
ん
雪
月
花
展
」
が
７
月
３

日（
金
）～
５
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
う
た
を
「
雪
」、

書
を
「
月
」、華
道
を

「
花
」
と
し
雪
・
月
・

花
を
組
み
合
わ
せ
て

表
現
す
る
芸
術
作

品
の
発
表
・
鑑
賞
の

場
で
す
。雪
月
花
展

は
「
り
・
ぼ
ー
ん
」
と

な
っ
て
か
ら
も
含
め

る
と
、今
年
で
55
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

■
桂
三
段
落
語
会
が
９
月
６
日
（
日
）に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
市
民
が
日
本

の
伝
統
的
な
話
芸
に

親
し
み
、会
場
は
何

度
も
大
き
な
笑
い
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

当
日
参
加
も
含
め
る

と
82
名
の
参
加
が
あ

り
、大
盛
況
で
し
た
。

社会教育事業上半期の様子
11月1日（日）は 夕張市教育の日です！
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９
月
12
日
、３
年
生
就
職
・
専
門
学
校

進
学
コ
ー
ス
高
橋
穂
花
さ
ん
と
永
井
陽
菜

さ
ん
が
、課
題
研
究
の
授
業
で
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
米
ろ
ん
」（
夕
張
メ
ロ
ン
ジ
ャ
ム

を
の
せ
た
夕
張
産
米
の
ム
ー
ス
）
を
、ハ
イ
ス

ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
実
行
委
員
会

主
催
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

2
0
2
6
」
に
応
募
し
、予
選
の
書
類
選
考

を
通
過
し
、三
笠
市
の
三
笠
高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン「
M
I
K
A
S
A 

C
O
O
K
I
N
G 

E
S
S
O
R
」
で
行
わ
れ
た
本
審
査
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
審
査
で
は
、審
査
員
を
前
に
商
品
紹
介

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、そ
し
て
商
品
の
製

作
・
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。２
人
と
も
緊

張
し
た
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
堂
々
と
発
表

し
、審
査
員
か
ら
の
質
疑
に
も
的
確
に
応
答

し
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、惜
し
く
も
入
賞
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、他
の
出
場
チ
ー
ム
の
取
組

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、大
変
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
２
人
か
ら
は
、「
で
き
る
限
り
の

こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
」「
入
賞

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
いっ
た
感
想
が
あ
り
ま

３
年
生
課
題
研
究

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

本
審
査
出
場

～
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
～

問
合
せ
先
　
夕
張
高
校
　
☎
59

－

７
８
０
８

ボ
ー
ル
、リ
レ
ー
に
励
み
、各
競
技
で
汗
を
流

し
、戦
い
抜
き
ま
し
た
。

　

体
育
祭
の
前
に
は
、地
域
の
方
よ
り
飲
み

物
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

夕
張
市
教
育
委
員
会
に
は
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

特
別
便
の
手
配
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、ゆ
う

ば
り
小
学
校
か
ら
は
玉
入
れ
な
ど
の
物
品
を

借
用
す
る
な
ど
、保
護
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、無
事

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
、

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
26
日
、体
育
祭
を
ゆ
う
ば
り
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。全
校
生

徒
が
赤
、白
、黄
、緑
の
４
組
に
分
か
れ
、ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、玉
入
れ
、障

害
物
競
争
、借
り
人（
物
）競
争
、四
面
ド
ッ
ジ

体
育
祭

　

９
月
19
日
、滝
川
市
営
球
場
で
秋
季
大

会
が
行
わ
れ
、本
校
野
球
部
は
栗
山
高
校
と

の
連
合
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。１
回
戦
、岩
見
沢
緑
陵
高
校
と
対
戦
し

ま
し
た
。結
果
は
３
対
13
で
５
回
コ
ー
ル
ド
負

け
と
な
り
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
、こ
れ
ま
で

の
練
習
で
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
発
揮
し

よ
う
と
、最
後
ま
で
粘
り
強
く
プ
レ
ー
し
ま

令
和
８
年
度
第
79
回
秋
季
北
海
道

高
等
学
校
野
球
大
会
空
知
支
部
予
選

し
た
。連
合
チ
ー
ム
と
い
う
状
況
の
中
で
も
、

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、チ
ー
ム
と
し
て一つ
に

な
って
試
合
に
臨
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

勝
利
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
回
の

大
会
で
得
た
経
験
や
悔
し
さ
を
今
後
の
練
習

に
つ
な
げ
、来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て一人
ひ
と
り

が
成
長
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
日
々
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
夕
張
高
校
野

球
部
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、そ
し
て
商
品
開
発
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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夕張市民文化祭2026
実施に係る観覧について
　芸術の秋を彩る『夕張市民文化祭』を実施しています。
　昨年は老若男女やジャンルの境を越え、300点以上の作品
がりすたに集まり、賑やかな展示となりました。会期中は入退場
自由となっておりますので、ぜひご観覧ください。

と 　 き 	 10月30日(金)～11月８日(日)　午前９時～午後７時　※会期中無休
と こ ろ 	 拠点複合施設りすた　多目的ホール・待合交流スペース

観 覧 料 	 無料（会期中は自由に観覧できます）

そ の 他 	 詳細はりすたに配架されているチラシをご確認ください。

問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711

拠点複合施設りすた からの お知らせ

【夕張市民文化祭2026特別展】
『畠山哲雄生誕100年記念展』
実施に係る観覧について
　炭鉱夫として働きながら活躍した、夕張出身の画家「畠山哲雄」の生誕100周年を記念し
て、特別展を実施いたします。
　畠山の象徴である炭都夕張のまちや豊かな自然を描いた作品はもちろん、旧夕張市美術館
収蔵作品以外の貴重な作品も多数展示される予定です。
　周年限りの特別展、ぜひご観覧ください。

と 　 き 	 10月30日(金)～11月８日(日)
	 午前９時～午後７時　※会期中無休
と こ ろ 	 拠点複合施設りすた　多目的室１・２

観 覧 料 	 無料（会期中は自由に観覧できます）

そ の 他 	 �詳細はりすたに配架されているチラシを	
ご確認ください。

問合せ先 	 市社会教育係　☎57－7711
畠山哲雄『スケッチ』1961年
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　こんにちは！博物館勤務の地域おこし協力隊のインです。いよいよ寒さを感じる季節になりました。博物館の
今期の営業は11月３日までとなります。今年もたくさんのご来館、ありがとうございます。今回は冬の暮らしには
欠かせない｢ストーブ｣について、お話しします。
　私の出身地である中国の実家では、2010年代前半までは冬になると石炭ストーブや練炭ストーブをたいて
いました。練炭は東アジアで広く使われていますが、その起源は日本にあると言われています。練炭はもともと
軍艦用の燃料として開発されましたが、その後、穴を開けるなどの改良（榎本武揚が考案したという説もありま
す）が加えられ、大正時代には養蚕室を保温するために使用されながら、やがて一般家庭にも普及しました。
　これからの季節、博物館１階ロビー
では石炭ストーブをたきますが、今日
では家庭で石炭ストーブや練炭ストー
ブを見かけることはなくなりました。
　こうした歴史的な記憶を後世へと
継承していくことは、博物館が果たす
べき重要な役割であり使命であると考
えております。

石炭博物館だより

博物館１階に展示している石炭ストーブ（写真左）とオランダ留学時の�
榎本武揚（写真右)。この時に得た知識で、練炭を改良したと言われている。

新着図書のご紹介

『四十年目の春』　 麻宮　好/著　　祥伝社

　三十石取りの平侍の四男・清四郎は、わずか十歳で二百石取りの大沼家へ婿入りすることと
なった。妻となるのは、清四郎より体も大きく二つ年上で、何事にも肝の据わった佳乃。身分違
いの縁談に戸惑いながらも、佳乃や義両親の温かな心根に触れ、清四郎は農政を担う郡奉行
を志し、武士として歩み始める。藩内の政争や不作に苦しむ百姓との対立、そして家族の死な
ど、幾多の困難を佳乃と共に乗り越え、実直に務めを全うする清四郎。しかし、その先で待ち受
けていたのは、長年支えてくれた佳乃の異変だった。

☆新しく入った本
・飛燕（あさのあつこ）　
・楽園（夕木春央）　
・殺し屋の出世術（野宮有）　
・はじまりのスープ、夏ゼリー（瀬尾まいこ）　
・永遠の記憶（東野圭吾）

問合せ先　りすた図書館　☎５７－７５８３

☆絵本紹介

10ぽんのぷりぷりソーセージ
ミシェル ロビンソン

ほるぷ出版

もっちゃうもっちゃうもうもっちゃう
土屋富士夫

あっていって！
スギヤマカナヨ
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広報ゆうばり 「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

内内容  日日時  所場所  対対象  定定員  料料金  申申込  　電話  〆締切  他その他

　掲載を希望する方は、掲載希
望月の前々月20日から前月5日
までに申込書を提出してください
（必着）。
　申込書と掲載ルールは市ホー
ムページ、市総務係、南支所、ふ
れあいサロンで掲載・配布して
います。

提出・問合せ先
　市総務係　 52-3170
　夕張市本町４丁目２番地
　（４階42番窓口）
　ybrsom@city.yubari.lg.jp

「広報ゆうばりかわら版」
掲載募集

内 北洋銀行キャラクター ｢ほっ
くーと仲間たち｣ の塗り絵を、市
内の園児たちが作品にしてくれ
ました！市役所ロビーと北洋銀
行夕張支店内にて展示しており
ます。ぜひお越しください！
日 12月30日(水)まで実施中
　 9：00～15：00
所 北洋銀行 夕張支店内および
　 夕張市役所 １階ロビー
　 52-3111
　 （北洋銀行夕張支店）

保育園児の塗り絵
作品展示のお知らせ

催 し

内 医療従事者による戦争犯罪
への加担という負の歴史を追
い、現在の医療現場が抱える
問題に切り込んだドキュメンタ
リー映画です。入場無料。
日 11月14日(土)13時～14時30分
所 拠点複合施設りすた
　 多目的ホール
他 主催：｢医の倫理と戦争｣ 上
映実行委員会、共催：夕張いの
ちと暮らしを考える集い／明日
の平和をつくりだす夕張の会
　 090-9512-2134（櫻井）

無料映画上映会 in りすた
「医の倫理と戦争」

催 し

内 詩吟や日本舞踊、歌謡曲、民  
謡など、芸能協会所属の単会に  
よる芸能文化が披露されます。
入場は無料。
日 11月22日(日)
　 11:30開演
所 拠点複合施設りすた
    多目的ホール
　 夕張市芸能協会事務局
　 59-7111  佐藤正雄

第26回ゆうばり芸能特選

催 し

内 ハンドメイド作家による様々
なオリジナル作品・手作りフー
ドが自由に販売される屋内イベ
ントです!キッチンカーも合わせ
て35ブースが並びます！楽しい
ワークショップも！お気に入りを
見つけに遊びに来てください♪
入場は無料。
日 11月29日(日)10:00～15:00
所 拠点複合施設りすた
　 インスタグラム
　 ＠ha!ha!ha!
　 にじいろマーケット

ゆうばりハンドメイド
マーケット vol.7

催 し

内 年に一度の音楽の祭典が今
年も開催されます。今回は市内
を中心に活動する４団体・総勢
60名の市民吹奏楽・コーラスメ
ンバーが出演します。入場は無
料。
ご家族・ご友人をお誘い合わせ
の上、ぜひご来場ください。
日 12月５日(土) 
� 開場:13時30分、開演:14：00
所 拠点複合施設りすた
　 多目的ホール
　 53－4011
　 夕張友酉市場（三浦）

第35回市民音楽の夕べ

催 し
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す（
第
３
回
一
般
公
募
）

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
（
収
入
基
準
を
超
え
る
枠
を

除
く
）、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。既
に

市
・
道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方

で
、風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
員
が
増
減

し
た
方
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
り
、住

替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

政
令
で
定
め
る
収
入
基
準

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
に
て
定
め
ら

れ
て
い
る
政
令
月
収
15
万
8
，0
0
0

円
以
下
の
世
帯
、裁
量
階
層
に
該
当
す

る
世
帯
は
政
令
月
収
21
万
4
，0
0
0

円
以
下
の
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
間

　

11
月
２
日
～
12
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法

　

市
役
所
３
階
建
築
住
宅
係
、夕
張

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
南
支

所
に
、関
係
書
類
（
申
込
用
紙
、印
鑑
、

入
居
者
全
員
分
の
住
民
票
と
収
入
証

明
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す
。11
月
12
日
必
着
。

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は
、

抽
選（
11
月
13
日
予
定
）で
決
定
し
ま

す
。

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

市
建
築
住
宅
係

�

☎
52

－

３
１
１
９

　

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

�

☎
57

－

７
５
９
３

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
保

護
費
の
追
加
給
付
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
６
月
の
最
高
裁
判
決
に

よ
り
、平
成
25
年
生
活
扶
助
基
準
改

定
に
つい
て「
デ
フ
レ
調
整
に
係
る
厚
生

労
働
大
臣
の
判
断
の
過
程
及
び
手
続

に
は
過
誤
、欠
落
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、

新
た
な
水
準
を
設
定
し
、従
来
の
水
準

と
の
差
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。夕
張
市
に
お
い
て
も
、次
に
該

当
す
る
世
帯
への
追
加
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

給
付
対
象
世
帯

•�

平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
間
に
、夕
張
市
か
ら
生
活

保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る
全

て
の
世
帯

•�

平
成
30
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
３

月
ま
で
の
間
に
、夕
張
市
か
ら
生
活

保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る
世

帯
の
う
ち
、一定
期
間
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
た
方
、障
害
の
あ
る
方
で
加

算
が
算
定
さ
れ
て
い
た
方
や
、毎
年

12
月
支
給
の
期
末
一
時
扶
助
費
が

算
定
さ
れ
た
世
帯

•�

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
給
付
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額

•�

生
活
扶
助
基
準
の
「
新
た
な
水
準
」

と「
従
来
の
水
準
」と
の
差
額

•�

支
給
額
は
、世
帯
員
数
や
受
給
期

間
、各
種
加
算
状
況
に
よ
り
異
な
る

た
め
、対
象
期
間
中
に
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
た
場
合
で
あ
って
も
、給

付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
や
支
給

額
が
数
百
円
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

申
出
手
続
き
方
法

•�

保
護
廃
止
世
帯

　

�　
受
給
当
時
の
世
帯
主
か
ら
申
出

手
続
き
が
必
要
で
す
。夕
張
市
への

申
出
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
ほ
か
、市
役
所
生
活
保
護
係
（
27

番
窓
口
）お
よ
び
拠
点
複
合
施
設
り

す
た
南
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
出
手
続
き
に
は
、申
出
書
の
ほ
か

本
人
確
認
書
類
と
戸
籍
謄
本
の
写

し
、各
種
加
算
に
関
す
る
挙
証
資

料
な
ど
を
合
わ
せ
て
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。

　
�　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
踏
ま
え
、

追
加
給
付
額
を
算
定
し
給
付
の
決

定
を
行
い
ま
す
。な
お
、夕
張
市
以

外
か
ら
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

た
場
合
は
、当
時
受
給
し
て
い
た
自

治
体
へ
申
出
く
だ
さ
い
。

申
出
書
お
よ
び
資
料
等
の
提
出
先

①
持
参
に
よ
る
提
出

　

•�

市
役
所
生
活
保
護
係

　

•�

拠
点
複
合
施
設
り
す
た
南
支
所

②
郵
送
に
よ
る
提
出

　
〒
0
68


－

0
49

2　

　

夕
張
市
本
町
４
丁
目
２
番
地

　

夕
張
市
役
所
生
活
保
護
係

※「
追
加
給
付
」と
朱
書
き
願
い
ま
す

申
出
受
付
期
間

　

令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら

国
の
追
加
給
付
相
談
セ
ン
タ
ー

　

追
加
給
付
の
内
容
な
ど
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
、ご
意
見
な
ど
に
対

応
し
ま
す
。

�

☎
0
1
2
0

－

179



－

445



�

（
平
日
９
～
17
時
）

追
加
給
付
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

•�

夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

•�

夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

�

☎
52

－

3177




※�

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、個
別

の
給
付
該
当
の
可
否
や
支
給
額
等

の
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。

市営住宅の入居者を募集します（第３回一般公募）

募集枠 種別 地区 住棟 間取 階情報※2 戸数

一般世帯枠
住宅に困っている方対象

改良 宮前 泉６ 2LDK １階 1

改良 宮前 泉８ 1LDK １階 1

公営 南清４ 萌６ 1LDK １階 1

賃貸 宮前 憩１ 2LDK ２階(ｴ) 1

道営 宮前 光Ａ 2LDK ２階(ｴ) 1

道営 宮前 光Ａ 3LDK ３階(ｴ) 1

単身世帯枠※3 道営 宮前 光Ｂ 2DK ２階(ｴ) 1

※１） 募集住戸と募集枠については変更する場合があります。
※２） 階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付きの住宅です。
※３) 単身世帯枠に２人以上の方は申し込みできません。
※４） 「道営」の住宅は、単身世帯枠を除き、単身者の申込みはできません。
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
が
市

内
医
療
機
関
で
始
ま
って
い
ま
す
。

対
象
者

①�

接
種
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
市
民

の
方

②�

接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

•�

心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
、自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）

•�

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を

有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
）

実
施
期
限　

令
和
９
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

　

中
條
医
院
、南
清
水
沢
診
療
所

　

夕
張
市
立
診
療
所　

接
種
費
用（
自
己
負
担
額
）

　

各
予
防
接
種
の
自
己
負
担
額
は
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

１
回

助
成
金
額

•�

イ
ン
フ
ル
エン
ザ
予
防
接
種

　

�　
接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
し
、

１
，５
５
０
円
を
上
限
額
と
し
ま

す
。

•�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種

　

�　
接
種
費
用
の
半
額
を
助
成
し
、

７
，８
５
０
円
を
上
限
額
と
し
ま

す
。

　
�　

な
お
、ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
生

活
保
護
受
給
者
は
全
額
助
成
し
ま

す
。

助
成
回
数　

１
回

　

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
複
数
回
接
種
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、助
成
は
１
回

分
の
み
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

•�

接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

対
象
者
の
②
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•�

他
の
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間

隔
に
つい
て
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
指
示
の
も
と
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

３
１
０
６

令
和
８
年
度 

帯
状
疱
疹
予

防
接
種
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

対
象
者
の
接
種
完
了
時
期
は
、令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
の
接
種
対
象
者
は
左
記
表

に
記
載
の
方
で
、市
の
助
成
は
令
和
８

年
度
限
り
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す

る
方
は
、１
回
目
の
接
種
後
２
カ
月
の

間
隔
を
あ
け
て
２
回
目
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。助
成
を
受
け
る

に
は
、１
回
目
の
接
種
を
令
和
９
年
１

月
中
に
終
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

医
師
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
や
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
時

接
種
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、帯
状
疱
疹
の
生
ワ
ク
チ
ン

（
阪
大
微
研
）に
つ
い
て
は
、他
の
生
ワ

ク
チ
ン
と
27
日
以
上
の
間
隔
を
置
い
て

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。  

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

３
１
０
６

ケ
ア
ラ
ー（
介
護
者
）支
援
に

つ
い
て

　
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、高
齢
、障
が
い
、

病
気
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
援
助
を

必
要
と
す
る
家
族
、友
人
な
ど
の
身
近

な
人
に
対
し
、無
償
で
介
護
、看
護
、日

常
生
活
の
世
話
な
ど
の
援
助
を
提
供

す
る
方
の
こ
と
を
いい
、そ
の
う
ち
18
歳

未
満
の
方
を
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い

い
ま
す
。介
護
や
日
常
生
活
の
世
話
が

必
要
に
な
っ
た
ら
、介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公

的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
方
が
い
る
一
方
、「
家
族
に
よ
る

介
護
が
当
然
で
あ
る
」と
考
え
る
方
も

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、ケ
ア
ラ
ー

自
身
が
周
囲
に
相
談
で
き
ず
、悩
み
や

負
担
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

夕
張
市
の
相
談
窓
口

　

夕
張
市
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る

相
談
窓
口
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。ひ

と
り
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
ず
に
、ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

�

８
時
45
分
～
17
時
30
分

（
祝
祭
日
及
び
、12
月
31
日
～
１
月
５

日
を
除
く
）

　

夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
関
す
る
情
報
が
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令和８年度の予防接種対象者
６５歳 昭和３６年４月２日 ～ 昭和３７年４月１日生まれの方
７０歳 昭和３１年４月２日 ～ 昭和３２年４月１日生まれの方
７５歳 昭和２６年４月２日 ～ 昭和２７年４月１日生まれの方
８０歳 昭和２１年４月２日 ～ 昭和２２年４月１日生まれの方
８５歳 昭和１６年４月２日 ～ 昭和１７年４月１日生まれの方
９０歳 昭和１１年４月２日 ～ 昭和１２年４月１日生まれの方
９５歳 昭和６年４月２日 ～ 昭和７年４月１日生まれの方

100歳 大正１５年４月２日 ～ 昭和2年４月１日生まれの方

こんなとき 担当係 電話番号

高齢者の介護などに
ついて相談したい

市包括支援係(夕張市地
域包括支援センター) 52－3107(直通)

障がい者の介護など
について相談したい 市生活福祉係 52－1059(直通)

子育てについて相談
したい

市生活福祉係
市子ども・子育て支援係

52－1059(直通)
57－7582(直通)
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一
般
介
護
予
防
事
業「
ゆ
る
リ

ラ
講
座
」の
お
知
ら
せ

　

夕
張
市
で
は
、市
民
の
健
康
寿
命

（
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
期
間
）
を

延
ば
す
こ
と
を
目
指
し
、65
歳
以
上
の

市
民
を
対
象
に
「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。次
の
よ
う
な
方
に

特
に
お
す
す
め
で
す
。

•�

日
頃
あ
ま
り
運
動
し
て
い
な
い

•�

膝
や
腰
が
痛
く
て
動
く
の
が
お
っ
く

う
•�

体
力
の
低
下
を
感
じ
る

•�

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る

講
座
の
内
容

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
軽
運
動

と
、認
知
機
能
（
記
憶
力
な
ど
）
を
維

持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。

　

専
門
の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指

導
し
ま
す
の
で
、楽
し
く
取
り
組
め
ま

す
。身
体
を
動
か
し
な
が
ら
元
気
で
充

実
し
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、興
味
の

あ
る
方
は
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

運
動
靴
（
雪
で
床
が
濡
れ
ま
す
の
で
、

履
き
替
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
）

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他

•�

日
程
の
変
更
・
中
止
の
場
合
は
別
途

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

•�

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
、随

時
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

•�

37
・
5
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症

状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合

は
、参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

�

☎
52

－

３
１
０
７

薬
を
飲
ん
で
い
て

「
何
か
変
だ
な
」「
多
い
か
な
」

と
感
じ
た
ら

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
を
予
防
す
る

た
め
に
、お
薬
手
帳
を
一
冊
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
！

　
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
は
、多
く
の

薬
を
服
用
し
て
い
る
こ
と
で
副
作
用
を

起
こ
し
た
り
、き
ち
ん
と
薬
が
飲
め
な

く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。薬
を
飲
ん
で
い
て
気
に
な
る
症
状

が
あ
っ
た
ら
、自
己
判
断
で
薬
の
使
用

を
中
断
せ
ず
、医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

多
剤
服
用
に
よ
る
副
作
用（
例
）

　

食
欲
低
下
、め
ま
い
、ふ
ら
つ
き
、眠

気
、気
分
が
沈
む
、尿
が
出
に
く
い
、便

秘
、も
の
忘
れ

使
っ
て
い
る
薬
は
必
ず
伝
え
ま
し
ょ

う
　

薬
が
重
複
し
た
り
増
え
過
ぎ
た
り

し
な
い
よ
う
、医
師
や
薬
剤
師
に
使
って

い
る
薬
、健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

情
報
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。お
薬

手
帳
を一冊
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、新
た

な
薬
が
処
方
さ
れ
る
時
に
、副
作
用
や

飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

�

☎
52

－

３
１
０
５

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と

き
は
、届
け
出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
場
合
、国
民
健
康
保
険
を

使
用
し
て
治
療
で
き
ま
す
が
、医
療
費

は
加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
。治
療
を
受
け
た
後
、国
民
健
康
保

険
が
加
害
者
に
対
し
て
医
療
費
を
請

求
し
ま
す
。第
三
者
の
行
為
が
原
因
で

治
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、必
ず
市
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
事
由（
例
）

•�

交
通
事
故　

•
暴
力
行
為

•�

他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

•�

飲
食
店
で
の
食
中
毒

負
傷
・
疾
病
原
因
の
確
認
を
し
て
い

ま
す

　

市
で
は
医
療
費
の
適
正
化
の
た
め
、

医
療
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
明
細
書
）
を
確
認
し
、第

三
者
行
為
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
、負
傷
・
疾
病
原
因
な
ど
を
確

認
す
る
ハ
ガ
キ
を
送
っ
て
い
ま
す
。届
い

た
方
は
、回
答
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係

�

☎
52

－

３
１
０
５

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

年
金
の
日
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お一人
お

一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し

て
、11
月
30
日
を「
年
金
の
日
」と
し
て

い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
ご
自

身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を
確

認
し
、将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、パソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、いつ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
様
々
な
条
件
を
設
定
し

た
上
で
、試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、岩
見
沢
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
２
６

－

25

－

１
５
７
０

無
料
法
律
相
談
の
実
施
形
式

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

夕
張
市
で
は
、毎
月
第
1
・
４
木
曜

日
と
第
３
土
曜
日
に
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。相
談
は
予
約

制
と
な
り
ま
す
の
で
、相
談
日
の
前
日

15
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

変
更
点

　

令
和
８
年
11
月
以
降
、実
施
日
の

う
ち
札
幌
弁
護
士
会
主
催
の
第
１
・

４
木
曜
日
は
事
前
予
約
が
な
い
場
合
、

担
当
弁
護
士
が
来
夕
し
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。相
談
日
当
日
に
相
談
の

申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、電
話
で
の
相

談
対
応
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

�

☎
52

－

３
１
０
４

りすた　第３クール
場所 実施日 曜日 開催時間 申込受付期間 交通

りすた
（定員45名）

11月25日

水
午後1：15～
　　　2：45
(受付12：45～)

11月９日(月)　　
 ～11月19日(木)
※�申込が定員に達
した場合、受付
は終了します。

・夕鉄バス
「石炭博物館」12：33発
「りすた」13：07着

「新夕張駅前」12：12発
「りすた」12：26着

各停留所の時間は夕鉄バ
ス時刻表をご覧ください。

12月２日

12月９日

12月17日 木

12月23日 水
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夕
張
高
等
養
護
学
校

学
校
祭
の
お
知
ら
せ

　

11
月
７
日
（
土
）、夕
張
高
等
養
護

学
校
で
学
校
祭
を
開
催
し
ま
す
。来

校
さ
れ
る
皆
さ
ま
と
楽
し
め
る
企
画

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、５
日

（
木
）
も
総
練
習
を
一
般
公
開
と
し
て

お
り
ま
す
。内
容
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
都
合
に
合
わ
せ
て
ご
来

校
く
だ
さ
い
。何
か
不
明
な
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、本
校
教
頭
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時

•�

11
月
５
日（
木
）

　

午
前
９
時
～
11
時

•�

11
月
７
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
11
時

会
場　

夕
張
高
等
養
護
学
校

　
　
　

千
代
田
７
番
地
の
１

問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校

�

（
教
頭
宛
て
）☎
56

－

５
５
３
０

冬
の
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

悪
天
候
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、停
電

は
いつ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。特
に
、冬
の
停
電
は
、低
体
温
症
に

な
る
リ
ス
ク
や
、最
悪
の
場
合
、命
に
か

か
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。万
が
一

の
停
電
時
に
備
え
、寒
さ
対
策
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、北
海
道
全

域
が
停
電
し
、私
た
ち
の
生
活
は
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。冬
の
停
電
時

に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
や
防
寒
具
で
寒
さ
か
ら
身

を
守
る

　

停
電
が
発
生
し
た
場
合
、電
気
ス

ト
ー
ブ
だ
け
で
は
な
く
、ガ
ス
や
灯
油

を
熱
源
と
す
る
暖
房
器
具
で
あ
っ
て

も
、コ
ン
セ
ン
ト
を
使
用
す
る
暖
房
器

具
は
使
え
ま
せ
ん
。ポ
ー
タ
ブ
ル
灯
油

ス
ト
ー
ブ
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な

ど
コ
ン
セ
ン
ト
を
使
用
し
な
い
も
の
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。上
着
や
帽
子
な
ど

の
防
寒
具
や
使
い
す
て
カ
イ
ロ
、防
寒

ア
ル
ミ
シ
ー
ト
な
ど
も
用
意
す
る
と
効

果
的
で
す
。（
図
参
照
）

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

�

☎
53

－

４
１
２
１

栗
山
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

♦�

冬
の
交
通
安
全
運
動
実
施
。冬
の

路
面
は
急
変
化
！
ス
リ
ッ
プ
招
く

急
ぐ
心
に
ブ
レ
ー
キ
を
！

•�

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
し

や
す
く
な
る
薄
暮
時
間
帯
か
ら
夜

間
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、交

差
点
や
横
断
歩
道
近
く
で
は
速
度

を
落
と
し
、安
全
確
認
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。信
号
機
の
無
い
横
断
歩

道
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者

な
ど
が
い
る
場
合
は
、必
ず
横
断
歩

道
の
手
前
で
一
時
停
止
し
、手
で
合

図（
ハン
ド
サ
イ
ン
）を
し
て
横
断
を

促
し
ま
し
ょ
う
。

　

降
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
、早
め

の
タ
イ
ヤ
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、冬
タ
イ
ヤ
に
交
換
後
は
、ナ
ッ

ト
の
緩
み
な
ど
異
常
が
無
い
か
を
定

期
的
に
点
検
し
、ナ
ッ
ト
の
増
し
締

め
を
行
って
タ
イ
ヤ
の
脱
落
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

急
ブ
レ
ー
キ
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
発

進
は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
り
ま

す
。特
に
日
陰
や
橋
の
上
、ト
ン
ネ
ル

な
ど
で
は
、路
面
が
凍
結
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、注
意
が
必

要
で
す
。

•�
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
少
し
で
も
早
く

見
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、外
出

す
る
と
き
は
明
る
い
色
の
服
装
や
反

射
材
を
身
に
付
け
て
、自
分
の
存
在

を
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

　

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、手
を

あ
げ
る
な
ど
の
合
図
（
ハ
ン
ド
サ
イ

ン
）
を
し
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
道
路
を

横
断
す
る
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち

ろ
ん
、横
断
中
も
常
に
左
右
の
安
全

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

•�

飲
酒
通
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
！
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ

な
い
、許
さ
な
い
、そ
し
て
見
逃
さ
な

い
」。北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。二
日
酔
い
で
の
運

転
も
「
飲
酒
運
転
」で
す
。ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェッ
カ
ー
で
確
認
す
る
な
ど
、身

体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

�

☎
０
１
２
３

－

７
２

－

０
１
１
０
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｢ラテン音楽｣と｢狂言｣を体験

　９月16日(水)にゆうばり小学校、17日(木)には夕張中学校において鑑賞授業がおこなわれ、小学校では ｢ラテン
音楽と楽しいミュージックコンサート｣を、中学校では｢はじめての狂言教室・特別編｣を鑑賞しました。小学校のコン
サートでは、サンバ・サルサなど聞きなれない言葉に戸惑う児童も見られましたが、曲の演奏が始まると聞き覚えの
あるリズムに体を揺らし、会場は盛り上がりを見せました。狂言教室では、その起源や歴史の説明に加えて作品の一
部が披露され、普段は目にする機会の少ない伝統芸能に触れ、生徒たちは興味深そうに鑑賞していました。

｢バードハウス｣制作にチャレンジ

　ゆうばり小学校４年生の児童が、バードハウス制
作教室に参加しました。教室を主催したNEXCO東
日本 帯広管理事務所の職員の方や講師の指導の
下、釘打ちや色塗りの作業をおこない、色とりどり
の個性豊かな作品が完成しました。

プロの技と指導に触れる
スポーツ体験！

　プロの指導者から直接指導を受けることで、子ど
もたちのスポーツへの興味・関心を高め、運動能力
の向上を図る ｢トップアスリートチャレンジinゆうば
り｣が、10月17日(土)、文化スポーツセンターで開
催され、市内や市内近郊に在住の小学生60人以上
が参加。講師の皆さんによる優しく丁寧な指導のも
と、子どもたちはイキイキとプレーし、スポーツを楽
しむ姿が見られました。

（小学校）（小学校） （中学校）（中学校）
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本
年
９
月
に
令
和
８
年
第
３
回
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
、
前
年
度
で

あ
る
令
和
７
年
度
の
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
市
議

会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
水
道
事

業
に
つ
い
て
も
ご
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
長
コ
ラ
ム
で
は
、
水
道
事
業
の
現
状
や
課
題
、
そ
の
上
で

市
は
今
後
、
水
道
事
業
や
水
道
料
金
を
ど
う
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
１

：

夕
張
市
の
水
道
料
金
は
な
ぜ
高
い
の
？

Ａ

：

水
道
事
業
は
、
法
律
に
よ
り
料
金
収
入
で
事
業
経
営
を
ま
か
な
う

「
独
立
採
算
」
で
運
営
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
の
水
道
料
金
が
高
い
の
は
、
南
北
に
長
く
面
積
も
広
大
で
、

集
落
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
い
配
水
管
や
多
く
の
浄
水
場
・

配
水
池
な
ど
を
保
有
し
て
お
り
、
料
金
収
入
で
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
す
。

Ｑ
２

：

夕
張
市
の
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
は
何
で
す
か
？

Ａ

：

夕
張
市
の
水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
や
事
業
所
の
縮
小
な
ど
に
よ

り
料
金
収
入
が
急
激
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
抱
え
て
い
る
水
道
施
設
の
規
模
は
過
大
で
、
現
在
は
施

設
の
規
模
の
４
割
ほ
ど
し
か
利
用
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
長
さ
２
０
０
キ
ロ
に
及
ぶ
配
水
管
の
う
ち
50
キ
ロ
が
設
置
か
ら

40
年
を
超
え
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
３

：

そ
の
過
大
な
施
設
は
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
？

Ａ

：
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
施
設
の
統
廃
合
、
長
寿
命
化
、
施
設

の
適
正
配
置
、
給
水
区
域
の
縮
小
も
含
め
、
維
持
管
理
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
４

：

古
い
配
水
管
は
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
な
い
の
？

Ａ

：

水
道
水
の
供
給
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
配
水
管
の
修
繕
を
優

先
し
ま
す
。
ま
た
配
水
管
全
体
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
５

：

こ
れ
か
ら
の
水
道
料
金
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ

：

Ｑ
３
で
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
、人
口
規
模
に
見
合
っ
た
水
道
施
設
の
規
模
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、

維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
も
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
水
道
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
大
規
模
な
施
設
更

新
な
ど
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
料
金
改
定
も
視
野
に
入
れ
、

必
要
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
道
は
市
民
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
市
で

は
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た

め
、
事
業
の
安
定
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

夕張市ホームページ 夕張市 X（旧Twitter）

夕張市の情報はこちらから

人　口� 5,607人（－24人）
　男� 　2,630人  （－9人）
　女� 2,977人（－15人）

世帯数�3,496世帯（－13世帯）
（　）は前月比

令和８年10月１日　現在

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
12
月
号
は

12
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

夕張市総務企画課総務係　北海道夕張市本町４丁目２番地　☎0123－52－3170
夕張市ホームページ　https://www.city.yubari.lg.jp

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

市長コラム

水道のお話水道のお話
～夕張市の水道料金は～夕張市の水道料金は

なぜ高いの？～なぜ高いの？～
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